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チベット高原東方の上層雲の鯛期変化と中間規模東進波
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1 . は じ め に
対 流 野 上 都 に 現 れ る 上 層蛮 は 水 晶 か ゃで 蕃 て お LJ , 温 室 効 果 が あ る こ と が 知 ら れ て い る ･
背 の 高 い 頼畢 対 流 に 伴 う 上 層 菓 は し ば し ぼ 顕 著.な El変 化 を 示 す が.
上 層辛 が 放 射 過程 に 及
ぼ す影 書 は . 日 射 と 上 層 禁 の 日 変 化 の 位 相 関 係 に よ っ て 大 き く 変化 す る の で . 上 席 嚢 の 日
変 化 の 情 報 は 嚢 が 気 候 に 及 ぼ す影 坪 を 考 え る 上 で 王事 で あ る . 時間 分解 鮪 の 高 い 静 止 気 象
衛 星 の デ ー タ は 果 の 日 変 化 の 萌 査 に 有 効 で . 多 く の 研 究 が 行 わ れ て い る が . さ ら に 発展 さ
せ る 必 要 が あ る .
As ai e t al. (1 9 8 )は . 3 時 間毎 の G ” S画 根 を 用 い て , 聴 候 期 (4月 - l e月) の チ ベ ッ
ト 高 原 と そ の 東 方 の 上 層 賓 の 日 変 化 に つ い て 湘 査 を 待 っ た . そ し て , チ ベ ッ ト 高 原 上 で は
夕 方 (現 地 時刻1 8時 頃) に 上 席 票 A が最大 に な る 早着 な 日 変 化 が み ら れ る こ と . 高 原 東 方
の 中 国 大 陸 の 平 野 部 で は チ ベ ッ ト 高 原 か ら 搬 れ る 珪 ど 日 変 化 の 極 大 が 現 れ る 時刻 が 遅 れ る
こ と , た だ し平 野 部 で み ら れ る 位 相 の 泉Il) 的な 変 化 (位 相 の 東 進) は盛 夏 期 (7月 - 8月)
に は 不 明 聴 に な る こ と , 卑示 し て い る ･ 我 々 は . こ の 研 究 の 掃 き と し て . 高 原 東 方 の 平 野
部 で み ら れ る 位 相 の 東 進 に つ い て , G M S画 像 を 用 い た 調 査 挙行 っ て い る .
昨 年 度 の 共 同研 究 で は . こ の 位 相 の 東 進 が 早 春 期 ( 3月 ) に も み ら れ る こ と を 示 し た . そ
し て . 早 春 期a)位 相 の 東 進 は チ ベ ッ ト 高 原 か ら - 400 0 kn離 れ た 日 本 付近 ま で 確 欝 す る こ と
が で き , 位 相速 度 は - 25m/s で 傾 圧 不 安 定波 に と も な う 移 動 性 低 気 圧 の 移 動 速 度 よ (J も大 き
く , 4 0 0 h Pa 面 の 偏 西 風 の 風速 に (ま ぽ 一 致 す る こ と を 指摘 し た . そ し て . 上 層 畢JLに み ら れ
る 位 相 の 東 進 の 原 因 と し て , チ ベ ッ ト 高 原 上 の 活 発 な 対 読者 動 に よ っ て 対 流 囲上 層 に 運 び
上 げ ら れ た 水蒸 気 (供給 * が E]変 化 す る) が偏 西 風 に よ っ て 東方 ヘ 輸 送 さ れ る た め で は な
い か と い う 仮鋭 を 示 し た . し か し . 昨年 度 の 研 究 で は . 月 平 均 場 を み て い た た め . 位 相 の
東 進 の メ カ ,= ズ ム を 検 討 す る に は 情報 が 不 足 し て い た . そ こ で 本 年度 は . 3 時 間 毎 の G M
s デ ー タ と 6 時 間毎 の 容 態 解 析 デ ー タ を 用 い て , 上 層 栗 城 の 東 進 現 象 と 対 流圏 界 面 付 近 の
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大 気 壕 と の 関 係 を 個 々 の 事 例 に 着 目 し て 飼 ペ た
2 ∴ デ ー タ
解 析 に 用 い た 資 料 は . 防 災 科 学 技‾術 研 究 所 で 受 唐 さ れ た 3 時 間 毎 の G ” S 赤 外 画 像 (1 l.
5 - 1 2･ 5 い rn) . G M S赤 外 デ ー タ か ら 気 象■庁 気 象 研 究 所 気 候 研 究 部 で 作 成 さ れ た 3 時 間 毎
の T B Bデ ー タ (1
4
xl
o
格 子) , 6 時 間 毎 の N C EP / N C A R再 解析 デ ー タ (2. 5
o
x2. 5
一
緒 子) で あ る . 解 析 し た 期 間 は 1 9 7年3月 で あ る .
3 . 上 層垂 a)変動
ま す . 上 層 草城 の 東 進 が 顕 著 で あ っ た 事 例 を G M S赤 外 柔 画 像 で 示 す (図 1 ) . 3月 2 1E1
00Z に120
B
E
, 3 0
中
N付 近 に.あ っ た 畢 域 A は形 を 変 え な が ら 2 1日21 Z に は日 本 の 南 方135
o
E付 近 ま
で 移 動 し . さ ら に 2 2日 0 9Z で 1 6 0o E付 近 で 速 度 の 小 さ い 冶 載 規 模 a)傭 圧 波 動 の 葵 城 に 追 い つ
く ま で 追 跡 で き た . ま た . 21日 15Z に1 1 0
o
E. 3 0
o
N付悲 に あ っ た 栗 城 は 発 達 し な が ら 東 進 し .
23日 12Z頃 に 1 60
-
E付 近 で 傾 圧 波 動 の 栗 城 に 追 い つ き , さ ら に そ れ を 追 い 抜 い て 23 E12 1 Z に は
1 80
A
ま で 達 し た . こ れ ら の 霊域 の.東 進速 度 は
- 2 5n/s で あ BJ , 総 観 規 模 の 傾 圧 波 動 の 一 般 的
な東 進 速 庄 で あ る - lop/s に 比 べ て 明 ら か に 大 き い .
次 に . 上 層嚢 域 の 東 進 現 象 の 発 生 状 況 を 把 達 す る た め . 3 時 間 毎 の G M S の T a Bグ リ
ッ ド デ ー タ を 用 い . 中 国 大 陸 か ら 中 部 太 平 洋 に お け る 上 層 葺 A (聾 頂 温 度 が - 3 0 ℃ 以下 の 霊
の 空 t , 緯 度30
■
N - 3 5
o
Nで の 平 均 値) の 時 間 経 度 断 面 図 を 作 成 し た (図 2 ) . 1 0
-
E以 西 の
チ ベ ッ ト高 原上 で は 東 西 方 向 に 同 位 相 の 日 周 変 化 が 頼 事 で あ る が , 1 1 0
-
E以 煮 で は . 上 層 蔓
域 が 1 日 当 た り 軽 度 - 26q 東 進 す る (位 相 速･度 - 2 5m/s に 相 当) 現 象 が し ば し ば 見 ら れ る こ
と が わ か る ･ な お , 3月 2E]- 4 日 , 2 7E] - 28日 等 に み ら れ る 東 進 速 度 の 退 い 畢 域 は 通 常 の 移
動 性 艦 気圧 に 伴 う も の で あ る . 周 期 が 数 日 - 1 0日 で あ る 移 動 性 低 気 圧 の 形 学 を 除 く た め .
周 期 4 8時 間 以 上 の 変 動 を 除 去 す る ハ イ パ ス フ ィ ル タ ー を か け た 濃 度 時 間 断 面 図 を 貿 3 に示
す ･ 1 0
o
E以 西 で は 定 在 世 の 日 周 変 化 が 顕 著 で あ る が . 10 0
B
E以 東 で は 位 相 速 度 - 25m/s の 空
暮 ア ノ マ リ の 東 進 が 多 く の 期 間 で 顕 著 で あ I) , 変 動 の 周 期 は - 2 4時 間 で あ る . ま た . 東 達
す る 垂t 7 ノ マ リ の ほ と ん ど は . 日
■
変 化 す る チ ベ ッ ト 高 原 の 聾 * ア ノ マ リ と 連 続 し て お り ,
東 進 す る 擾 乱 の 起 源 が チ ベ ッ ト 高 原 に あ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ る . し か し , 上 層 菜 t 日変 化
の 轟晦 は1 1 0
o
E付 近 で 弱 ま っ て お-IJ , こ の 付近 で 位 相 に 不 連 続 が み ら れ る ケ ー ス も あ る の で .
≠ ペ ッ ト高 塀 の 対 流活 動 と の 関 係 に つ い て は さ ら に 検 討 す る 必 要 が あ る .
昨 年 度 の 共 同研 究 で 示 し た 月 平 均 鳩 に み ら れ る 上 層 雲 I E】変 化 の 位 相 の 東 進 は . こ の よ
う な 個 々 の 上 層 空 域 の ま 進 が - 1 日 周知 で 頻 無 に 起 こ っ た た め で あ る と 考 え ら れ る .
土こ⊥皇旦旦旦星星旦旦旦旦塵 ‾
高 速 で 東 進 す る 上 席 空 域 に つ い て . G ” S画 像 の 解 析 に も と ず く 萩 原(1 9 8 4) や坂 田(198
4)の 報 告 が あ る ･ 萩 原(198 4)紘 . 1 9 8 4年 2月 2 0日 か ら 25日 に か け て ほ ぼ24時 間周 期 で チ ベ ッ
ト 高 原 東 部 に 溝密 な上 層 霊 域 が 形 成 さ れ , そ れ が 4 8時 間 以 上 に わ た っ て 中 国 大 建 上 を 東 進
し た こ と を 報 告 し て い る . ま た , 坂 田(198 4)は , 上 層 空 域 由 移 動 速 度 は80 k巾/hと 大 き く .
対 兼Eil 上層 の 風 の 場 に 見 ら れ る 波 長 - 2 0 0krL■の 東 進 す る 波 動 を 伴 う こ と を 措擁 し て い る .
最近 . 京 都 大学 の グ ル ー プ に よ っ て , 対 流 圏 界 面 付 近 の ジ ェ ッ ト 気 流 の や や 極 側 に 振 幅
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の 中 心 を 持 つ , 周 期 1 - 2 日. 波 長 川 0 0- 3 0 0 0 km . 東 進 速 度 - 20n/s の 大 気 波動 が , 季 節 を 闘
わ ず南 半 球 に 存 在 す る こ と が 見 い だ さ れ . 中 間 規 模 東 進 波 と 名 付 け ら れ た (腐 乱 1999 )
坂 田(19 84)が 指輪 し た 対 流 錦 上 層 を 高 速 で 東 進 す る 波動 も . 中 間 規 模 東 進 波 で あ っ た 可 能
性 が あ る .
そ こ で , N C E P/N C IFt再 解 析 デ ー タ を 用 い て . 柑 97年3月 の B 本.付 近 の 圏 界 面高 度 に 近 い
300りPa両 a)高 度 デ - 夕 ( 6 時 間 毎 .
■
緯 度3 0
o
N - 3 5
'
Nで 平 均) に 周 期 が48時 間以 上 の 変 動 を
除 虫 す る ハ イ パ ス フ ィ ル タ ー を か け. 時 槻 軽 度 断 面 囲 を 作成 し た (国 4) . チ
■
ペ ッ_ト 高 原
付 近 の1 0 0中E以西 で は 定 在 性 の 日周 変 化が 顕 著tp あ る . こ の 領 域 で■は上 層 畢 1 の 車 大 時 (忠
小 時) に高 度が 最 大 (革小) と･な ら て い た 一 上 席 蛮 が 対流 圏
■
の 上昇 流 に 維 持 さ れ て お LJ .
上 昇 流 は 内界 面 付 近 の 発 散 を伴 う の で 楓 界 面 付帯 で■高 気 圧性 循 環が 発 達 す る と 考 え れ ば .
費Jtと 高 度鴇 の 対 応 関 係 は 税 明 で 車 る 1 1
■
1 0
o
E以 西 セ 臥. 位 相 の 東 進 が 見 ら れ畠 よ う に な る
那 . 架 JL 究 動に 比 べ る と 東 進 が 卓 也 す る 期 間や韻 域 が.振 ら れ て お LJ , 東 進 が 見 ら れ な い 場
合 も 多 い ･ し か し . 上 層東JL で位 相.速 度 の 未･き い 東 進 が 革■ら
■れ･た14日 … 21 B･ の ‖ 0
-
E - 1 40
-
E付 近 で は , 畢 l の
■
東 進 と 平 行 し.て高
′
虎
.
の ア
･ラ･マ リ も苧準
■
し て い た - の 軍港 波 動
■
は■.
･ 位 相
凍 庶 や 波 長 が 上 述 a)中 間 規 模 東 進 放 と 良 く 塀て い る ･ こ ･a)期 臥 陶 界 面 付 近 a).ジ ェ ッ ト 気
漉 の 軸 は3 5
o
N■付近 に あ っ た の で . 靭 賛 し た 穂 虎 帯 は . 中 間 現痕.東進 波 の 娠 傾 が 早 大‾に fJ: る
と さ れ る ジ ェ ッ ト 気 流 の 他 の - 5
i
北 側 (康 臥 1 g9g ).か ら は や や 憐 れ て い る . し か.し . 中 間
規 横 東 進 波 の 南 北■方 向 の 広 が L) は 2 0
一
層 庶 で あ る く鹿 田 , 1g99) の で .･こ.
の 領 域 ･ 期 間 で み
ら れ■た 高 度 ア ノ マ IJ の 東進 は 中 間規 模東 進波 と 考 え て も 良 さ そ う で ぁ る , 上 層 票 A と高 度
場 の 変 動 間 に は . チ ベ ッ ト 高 原 付近 占 同 じ く ,' 粟 丑 最 大 (最 小) 時 に 高 度 最大 く最 小) と
い う･関 係 がみ ら れ た .
5 . 今 後 の 無 題
今 年 度a)研 究 で 見 い だ さ れ た 東進 す る 上 層震 域 は , 長 い も の で は 3 El同 種 度 持 続 し たi
こ の よ う な 長 時 間 の 上 層 畢域 の 維持 に 比 . 水 蕪東 と 上 昇流 の 存 在 が
■
必 要1と 思 わ れ る . 中 間
規 模 東 進 波 と 上 昇 流 の 関 係 , 及 び . 射光 圏上 部 で の チ‥ペ.･y
･
ト 高 原 か
■
ら ゐ水 蒸気 頼 嵐 に 着
目 し て . 上 席隼.域 の 速 い 東 進 現 象 に つ い て さ ら に 桐 生 し て い 重 た い ･
星塾
Is ai, T ‥ ･S. Ke , a nd Y. - ”. Kodaれa, 199 8:′D it( rnaE v a
.
r′iab i l i_ty Df cLotldin 8 S芦 O V B r
Ea st Asia and.th
■
e w 8 St8 r n Pa ci f ic o coa n
■
a s ro vふ8Led･by.G ≠S du ring the yJa r nl
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坂 田 敏 夫 . 1 9 84: 辛 清 か ら 見 た 気 象 - No , 33 上層 空 域 と 下 層 粟 域 の 移 動 の 遠 い ･ 天 気 . 3 1,
5 8 3- 585 ( 口 絵 写 真 付 善) ,
萩 原 武 士 , 1 9 8 4= 宇 宙 か ら 見 た 気 象 - No . 3 0 チベ ッ ト 高 原 か ら 東 進 す る 広大 な 上 層 空 域 ･ 天
気 . 3 1. 36 9- 3了0 ( 口 絵 写 真 付 き ) .
簾 田 勇 . 1999: 気 象 解 析 学 . 東 京 大 学 出 版 会 , p p･ 1 丁5･
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